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二
〇
〇
六
年
度
　
学
会
行
事

新

入

生

歓

迎

会

　
　

四
月
五
日

(木
)
　

新

入
生

オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

　

本
年
度
は
新

入
生

オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
新

入
生
歓
迎

バ

ス
ツ
ア
ー
が
同
じ

日
に
行
わ
れ
、
学
会
委
員

に
と

っ
て
は

大
き
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
新

入
生

に
は
あ
ら
か
じ

め
バ

ス
の
号
車
ご
と
に
席

に
着

い
て
も
ら

い
、
移
動
が
し
や
す

い

状
態

に
な
る
よ
う
学
会
委
員
が
誘
導

し
ま
し
た
。
今
年

の
新

入
生
は
全
体

の
人
数
が
例
年

に
比

べ
少
な

い
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
例
年

と
変

わ
ら
な

い
く

ら
い
明

る
く
、
に
ぎ

や
か
な
学

年
と

い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
先
生
方

の
自
己
紹
介
、
バ

ス
ツ
ア
ー
の
説
明
が
始
ま
る
と
新
入
生

の
表
情

は
真
剣

で
、

各

々
の
大
学
生
活

に
か
け
る
情
熱
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

そ

の
後

の
相
談
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

の
時
間
は
取
れ
な

か

っ
た

の
で
す
が
、
時
間

の
許
す
範
囲

で
学
会
委
員
も
新
入
生

の
不
安

や
悩

み
、
疑
問
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
例
年

と
同
じ
く

、
資
格

に
関
す
る
こ
と
や

サ
ー

ク
ル
と
勉
強

の
両

立
と
い

っ
た
内
容
が
主
だ

っ
た
の
で
す
が
、
学
会
委
員
も
同

じ
道
を
辿

っ
て
き
た
者
と
し
て
、
親
身

に
な

っ
て
対
応
し
ま

し
た
。
二
回
生

の
学
会
委
員

は
初

め
て
先
輩

と
し
て
の
立
場

を
経
験

し
た
こ
と

で
、
緊
張

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
上

回
生
と
し
て
の
自
ら

の
意
見

を
新
入
生

に
伝

え
る
そ

の
姿
は

と
て
も
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。
新
入
生
が
抱
く
各
自

の
理

想

に
近
づ

い
て
い
け
る
よ
う

、
学
会
委
員
始

め
、
上
回
生
が

良
い
見
本

で
あ
り
、
支

え
と
な
り
た

い
と
改

め
て
思

い
ま
し

た
。

新

入

生

歓

迎

バ

ス

ツ

ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
治
、
平
等
院
鳳
凰
堂

へ

　
今
年

は
オ
リ

ェ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
後

す

ぐ
、

バ

ス
で
移

動
、
西
本
願
寺

に
参
拝

し
、
そ

の
足
で
バ

ス
ツ
ア
ー
出
発
と

ハ
ー
ド

な
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。
参
拝
後

バ

ス
に

戻

っ
て
き
た

一
回
生

に
、
パ

ス
の
中
で
用
音
心し
て
お
い
た
昼

食

を
と

っ
て
も
ら

い
、
点
呼
を
す

ま
せ
た
後
、
バ

ス
ッ
ア
ー

に
出
発
し
ま
し
た
。
バ

ス
の
中

で
は
毎
年
恒
例
と
な

っ
た
自

己
紹
介
が
始
ま
り
、

一
回
生
は
少
し
照
れ
な
が
ら
も

歴
史

に

対
す

る
意
気
込
み
な
ど
を
熱
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生

方
も
そ
れ

に
負
け
な

い
く
ら

い
熱
く
、
少
し

ユ
ー

モ
ア
を
交

え
な
が
ら
、
自
己
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車
内
が
す

っ
か
り
盛
り
上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
平
等

院
に
到
着
。
少
し
残

念

な
こ
と

に
小
雨
が
降

る
中

の
拝
観
で
し
た
が

、
京
都

に
来

て
間
も
な

い

一
回
生
は
目

を
輝

か
せ
て
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

平
等
院
を
見
学
し
た

一
回
生
は
そ

の
後
時
間

の
許
す
限
り
、

宇
治
周
辺
を
散
策

し
ま
し
た
。
宇
治
川
の
ほ
と
り
の
桜
が
七

分
咲
き

で
京
都
ら

し
い
し

つ
と
り
と
し
た
風
情
を
醸
し
出
し

て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　
学
会
委
員
は

一
回
生

の
様
子
を
所

々
写
真

に
収
め
て
回

っ

て
お
り
、

一
回
生
は
最
高

の
笑
顔
を
こ
ち
ら

に
向
け
て
く
れ

ま
し
た
。

一
回
生
た
ち
は
す

っ
か
り
お
互
い
に
打
ち
解
け
た

よ
う

で
、
企
画
し
た
私

た
ち
も
そ

の
楽
し
そ
う

な
雰
囲
気
に

仕
事

の
や
り
が

い
を
感
じ

ま
し
た
。
帰

り
は
何
事
も
な
く
予

定
通
り

に
学
校

へ
到
着
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回

の

バ

ス
ッ
ア
ー
が
成
功
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、
先
生

方

や

一
回
生

の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
あ

っ
て
の
こ
と

で
あ
り
、

我

々
学
会
委
員
も

そ
の
こ
と
を
常

に
忘

れ
て
は
い
け
な

い
な

と
思

い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

夏
季

史

学

科

学

会
旅

行

　
　
九
月
十
四
日

(木
)
～
十
五
日

(
金
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
後
温
泉

・
大
三
島

へ

　
今
年
は

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
春
季

の
学
会
旅
行
が
日
帰

り

の
旅
と
な
り
、
ま
た
時
間
が
お
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

充
実
し
た
内
容

の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
去
年

ま
で

の

一
泊
で

の
旅
行
を
希
望
す
る
声
が
多

か

っ
た

こ
と
も
あ

っ

て
、
今
回
、
夏
季

に

一
泊

で
の
旅
行
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
先
生
方
三
名
、
四
回
生
四
名
、
三
回
生
九
名

、
二

回
生
五
名

、

一
回
生
九
名

の
合
計

三
十
名
と
多
く

の
方

の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
初
日
は
瀬
戸
内
海

の
美
し
い
景
色
を
見

な
が
ら
昼
食

を
と

り
、
四
国
霊
場
八
十
八

ケ
所
第

五
十

一
番
札
所

の
石
手
寺
を

見
学
し
、
宿
泊

し
た

ホ
テ

ル
で
あ

る
古
湧
園

へ
到
着

し
ま
し

た
。
宿
で
は
先
生
方

と
学
生
た
ち
が

一
緒

に
な

っ
て
カ
ラ
オ

ケ
等
を
楽
し
み
、
普
段

で
は
決
し
て
見

る
こ
と

の
で
き
な
い

新
た
な

一
面

を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
翌
日
は
村

上
水
軍
博
物
館
と
大
山
舐
神
社
を
見
学
し
ま
し

た
。
村
上
水
軍
博
物
館

で
は
鎧
を
着

る
と

い
う
貴

重
な
体
験

を
し
た
参
加
者
も

い
ま
し
た
。
大
山
祗
神
社

に
は
樹
齢
千
年

を
超
え
る
大
樹
が
何
本
も
あ

り
ま
し
た
。
宝
物
館

で
は
歴
史

上

の
有
名
人
物

の
寄
進
し
た
刀
や
長
刀
な
ど
を
見

学
す

る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　
学
会
旅
行

で
は
普
段
は
な
か
な
か
仲
良
く
な
る
チ

ャ
ン
ス

の
な
い
他
学
年
、
他
専
攻
の
人

と
も
仲
良
く
な
る
こ
と
が

で

き
ま
す
。
ま
た
、
行
く
場
所
も
歴
史
的

に
有
名

な
土
地
を
中

心
に
、
個
人

の
旅
行
で
は
な
か
な
か
行
く
機
会

が
な
い
よ
う

な
貴
重

な
場
所
を
見
学
す

る
こ
と
も

で
き
た
り
す

る
の
で
、

ま
だ

一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
、
も
う

一
度
参
加

し
た
い
と
思

っ
て

い
る
方
も

、
こ
の
史
学
科
な
ら

で
は
の
旅

行
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

春
季
公
開
講
座

　
　
五
月
二
十
五
巳

(木
)　

」
四
二
〇
教
室
に
て

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

「関
税
」
紛
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授
　
山
田
　
雅
彦
氏

文
字
史
料
の
調
査
現
場
か
ら

　
1
書
跡
資
料
論
の
提
言
ー
　
本
学
教
授
　
綾
村
　
　
宏
氏

卒
業
論
文
申
間
発
表

日
本
史
蓐
攻
　
　
　
十
月
十
八
日

東
洋
史
専
攻
　
　
　
十
月
十

一
日

西
洋
史
専
攻
　
　
　
十
月
十
八
日

(
水
)
～

二
十

日

(
水
)
～
十
三
日

(
水
)
～

二
十
日

(
金
)

(
金
)

(
金
)

秋
季
公
開
講
座

　
　
十

一
月
十
七
日

(金
)
　

J
四
二
〇
教
室
に
て

蒙
古
襲
来
の
歴
史
的
環
境
　
　
　
本
学
教
授
　
植
松
　
正
氏

中
世
寺
院
史
へ
の
視
角

　
　
　
　
　
　
　
日
本
女
子
大
文
学
部
教
授
　
永
村
　
眞
氏

一
回
生
専
攻
分
け
説
明
会

　

十
一
月
三
十
濤

(木
)　

」
四
二
〇
教
室
に
て

こ
の
日
の
昼
休
み
、
一
回
生
が
集
め
ら
れ
先
生
方
に
よ
る

85



窓史

専
攻
分
け
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
に
入

っ
て
よ

う
や
く
慣

れ
て
き

た
頃

に
自
身
の
選
考
を
決
め
る
と
い
う
こ

と

で
、
少

し
動
揺

し
て
い
る
部
分
も
あ

る
よ
う
で
し
た
が
、

自
ら

の
史

学
を
学

ぶ
方
向
性
が
決

ま
る
と
あ

っ
て
、
そ
の
姿

は
真
剣
そ

の
も
の
で
し
た
。

こ
の

一
年
間
、
歴
史

の
基
礎
を

積

み
重
ね
た
こ
と
で
、
歴
史

に
関
す

る
興
味
や
考
え
方

が
変

わ

っ
た
人
が
多

い
よ
う

で
、
初
期
に
日
本
史
を
学
び
た
い
と

考
え
て

い
た

一
回
生
も
東
洋
史
、
西
洋
史
を
学

ん
だ
こ
と
で

こ

っ
ち

に
進
も
う
と
考
え
た
り
、
ま
た
そ
の
逆
も
多
か

っ
た

よ
う

で
す
。
中
に
は
、

こ
の
説
明
会

の
前

か
ら
自
身

の
専
門

と

し
た

い
と
こ
ろ
を
す

で
に
考
え
て
い
る
と

い
う

一
回
生
も

お
り
、
自
ら

の
専
門

に
し
た

い
と
こ
ろ
が
、
ど

の
専
攻

に
属

す

る
か
を
話
を
聴
き
な
が
ら
見
極
め
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

質
問

の
時
間
は
今
年
も
時
間

の
都
合
上
ほ
と

ん
ど
と
る
こ
と

が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
回
生
の
皆
さ

ん
に
は
自
身
が

残

り
の
三
年
間
で
何
を
学
び
、
何
を
研
究

し
て
い
き
た
い
か

を
も
う

一
度
良
く
考
え

、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻

で
学
び
、
励
ん

で
い

っ
て
も
ら

い
た
い
も

の
で
す
。

卒

業

生

予
餞

会

　

　
十

二
月

二
十
日

(
水
)

　

四
回
生

の
卒
業
論
文
提
出

の
こ
の
日
、
毎
年

の
恒
例
と
な

っ
て
い
る
予
餞
会
が
行

わ
れ

ま
し
た
。
本
年
度

は

「
か
が
り

火
し

に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ま
た
、
先

生
方

や
多
く

の
四
回

生

の
方

々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
な
会

に

す

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
常

に
我

々
の
見
本
で
あ

っ
た
先
輩
方
で
す
が
、
論
文
作
成

に
向

か
う
姿
勢

は
特

に
印
象
的

で
し
た
。
論
文
提
出
ま

で
の

期
間
は
け

っ
し
て
平
坦
な
道

で
は
な
く
、
時

に
は
行
き
詰

っ

た
り
、
予
想
外

の
こ
と
が
起

こ

っ
た
り
し
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
、
こ
の
会
場
で
明
る
く
振
舞

っ

て
い
ら

っ
し
ゃ
る
先
輩
方
を
見

る
と
、
と
て
も
輝

か
し
く
思

え
る

の
と
同
時

に
、
自
ら

の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
先
輩

方

の
功
績

は
こ
れ

か
ら
社
会

に
出

た
後
も
大
き
な
プ
ラ
ス
の

力

に
な
る
と
思

い
ま
す
。
先
輩
方

の
こ
れ
か
ら
の
ま
す

ま
す

の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

早
春
の
学
会
旅
行

　
　
三
月
二
十
八
日

(水
)
～
三
月
二
十
九
日

(木
)

　
今
回
は
夏
に
続
い
て
一
泊
二
日
で
の
旅
行
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
和
歌
山
県
熊
野
を
中
心
に
熊
野
古
道
、
熊
野
三
山
、

補
陀
洛
山
寺
、
勝
浦
温
泉
な
ど
を
め
ぐ
り
ま
す
。
史
学
科
な

ら
で
は
の
恒
例
行
事
な
の
で
、
大
学
時
代
の
良
い
思
い
出
作

り
に
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(北
野
里
奈
)

二
〇
〇
六
年
度
　
史
学
科
講
義
題
目

　
史
学
科
共
通

講
義史

学
研
究
入
門
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
教
授

史
学
研
究
入
門
B
　
　
　
　
　
柴
霞
教
授
・
谷
口
助
教
授

日
本
史
概
論
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
浪
教
授

日
本
史
概
論
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
教
授

東
洋
史
概
論
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
教
授

東
洋
史
概
論
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
上
教
授

西
洋
史
概
論
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
山
助
教
授

西
洋
史
概
論
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
教
授

考
古
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
川
講
師

民
俗
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
井
講
師

日
本
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
講
師

東
洋
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
浪
講
師

西
洋
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
宕
助
教
授

歴
史
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
出
講
師

人
文
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
講
師

自
然
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
講
師

地
誌
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
坂
講
師

講
読

　
史
学
外
書
講
読
-
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
助
教
授

　
史
学
外
書
講
読
訌
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
助
教
授

　
史
学
外
書
講
読
珥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
教
授

　
漢
文
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授
・
保
科

・
井
上
講
師

　
ラ
テ
ン
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
由
助
教
授

演
習史

学
基
礎
演
習
A
　
　
　
常
松

・
柴
田
・
檀
上

.
瀧
浪

.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授
・
母
利
助
教
授

史
学
基
礎
演
習
B
　
　

　
松
井

・
綾
村

・
山

田

・
坂

口
教

　

　
　

　
　

　
　

　
　

授

・
桑
山

・
谷

口
助
教
授

　
日
本
史
専
攻

特
講

　
近
代
日
本
の
植
民
地
移
住
体
験
を
考
え
る
　
　
坂
口
教
授

　
安
井
三
吉
著

『帝
国
日
本
と
華
僑
i
日
本
・

　
　
台
湾

・
朝
鮮
1
』
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
教
授

　

〃書
跡
資
料
"
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　綾
村
教
授

　
書
跡
資
料
の
伝
来
と
内
容
　
　
　
　
　
　
　

綾
村
教
授

　
譜
代
大
名
井
伊
直
弼
の
思
想
形
成
と
政
治
行

　
　
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
利
助
教
授

　
古
代
女
帝
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
浪
教
授

　
近
世
社
会
と
学
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
教
授

　
日
本
文
化
の
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
路
講
師

講
読

　
日
本
史
講
読
-
　
柴
田
教
授
・
母
利
助
教
授

・
高
井
講
師

　
日
本
史
講
読
H
　
　
　
　
瀧
浪
・
綾
村
教
授

・
吉
住
講
師

　
日
本
古
文
書
　
　
綾
村
教
授
・
母
利
助
教
授

・
中
山
講
師

演
習

　
日
本
史
演
習
-

　
　
　
　
瀧
浪
・
綾
村

・
柴
田
・
坂
ロ
教
授

・
母
利
助
教
授

　
日
本
史
演
習
韮

　
　
　
　
瀧
浪
・
綾
村

・
柴
田
・
坂
口
教
授

・
母
利
助
教
授

　
東
洋
史
専
攻

特
講

　
元
代
江
南
の
政
治
と
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授

朝
鮮
古
代
史
を
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
講
師

　
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
　
　
　
　
　
　
田
中
講
師

　
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
政
治
史
　
　
　谷
口
助
教
授

　
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
シ
リ
ア
の
諸
都
市
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
中
国
中
世
史
学
史
-
唐
五
代
史
史
料
を
中
心

　
　
に
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
田
講
師

　
中
国
近
世
史
学
史
-
宋
代
史
史
料
を
中
心

　
　
に
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
田
講
師

　
中
国
出
土
文
字
史
料
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授
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報

 

彙

　
周
代
史
の
研
究
ー
文
献
史
料
と
金
文
史
料
ー
　
松
井
教
授

　
中
国
史
上
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
谷
講
師

講
読東

洋
史
講
読
-

東
洋
史
講
読
亜

東
洋
史
講
読
皿

演
習東

洋
史
演
習
1

東
洋
史
演
習
E

植
松
教
授

・
角
谷
講
師

　
　
冨
谷

・
岡
本
講
師

松
井
教
授

・井
上
講
師

松
井

・
植
松

・
檀
上
教
授

・
谷

口
助
教

授

松
井

・
植
松

・
檀
上
教
授

・
谷

口
助
教

授

　
西
洋
史
専
攻

特
講

　
19
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
経
済
i
大
衆
消

　
　
費
出
現
に
至
る
過
程
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

　
消
費
主
義
の
勝
利
ー
20
世
紀

ア
メ
リ
ヵ
社

　
　
会
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
教
授

　
元
首
政
期
ロ
ー
マ
帝
国
と
ギ
リ
シ
ア
世
界
　
桑
山
助
教
授

　
元
首
政
期
ロ
ー
マ
帝
国
の
東
方
辺
境
　
　
　
桑
肉
助
教
授

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
史
の
諸
問
題
1
1
都

　
　
市
の
形
成

・
発
展
と
そ
の
世
界
史
的
位

　
　
置
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
教
授

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
史
の
諸
問
題
2
1
共

　
　
同
体
も
し
く
は
そ
の
社
会
的
結
合
i
　
　
　
山
田
教
授

　
近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
と
女
性
　
　
　
　
　
　
　
河
村
講
師

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
女
性
参
政
権
運
動
の
研

　
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
講
師

　
ポ
ロ
ー
ニ
ア
と
白
鷺
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と

　
　
民
族
の
表
象
の
歴
史
か
ら
1
　
　
　
　
　
　
小
山
講
師

　
バ
ル
カ
ン
地
域
の
東
西
文
化
交
流
　
　
　
　
　
中
村
講
師

　
中
央
ア
ジ
ア
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
北
部
の
東
西

　
　
文
化
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
講
師

講
読

　
西
洋
史
講
読
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
松

・
山
田
教
授

　
西
洋
史
講
読
∬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
講
師

　
西
洋
史
講
読
皿
　
　
　
　
　
　
　
山
田
教
授

・
轟
木
講
師

演

習

　
西
洋
史
演

習
-
　
　
　
常

松

・
山

田
教
授

・
桑
山
助

教
授

　
西
洋
史
演
習
皿
　
　
　
常
松

・
山

田
教
授

・
桑
山
助

教
授

〔注
〕
A
は
前
期
、

B
は
後

期
、
特
記

し
て
い
な

い
も

の
は

前
後
期
共
通

。
た
だ
し
特
講

(特
殊
)

に
つ
い
て
は
、
同

一

担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別

の
題
目
を
掲
げ
て

い
る
場
合

は
、
前
期

・
後
期

の
順

に
掲
載
し
、
科
目
名
と
A

・
B
の
記

号

は
省
略
し
た
。

二
〇
〇
六
年
度
　
卒
業
論
文
題
目

日
本
史
専
攻

天
野
絵
理
子

石
井
　
沙
織

礒
谷

寛
子

市
川
　
知
加

伊
藤
明
日
香

伊
藤
　
佑
香

稲
治
　
美
絵

猪
野
　
恵
利

岩
渕
　
暁
子

上
田
ゆ
か
り

内
山
　
智
恵

梅
垣

会
理

尾
崎
　
由
佳

片
桐

優
起

上
口

蒲
原

期
田

知
子

真
実

花
栄

特
攻
隊
の
誕
生
ー
強
制
の
有
無
を
考
え
る
ー

華
族
の
終
焉

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
生
活
i

『
こ
ん
ち

　
り
さ
ん
の
り
や
く
』
か
ら
考
察
す
る
祈
り

　
の
生
活
i

修
身
教
科
書
に
見
る

《理
想
の
女
性
像
》
i

　
十
五
年
戦
争
期
を
中
心
に
ー

曽
我
物
の
古
浄
瑠
璃

太
平
洋
戦
争
後
の
ハ
ワ
イ
の
神
社
ー
ハ
ワ
イ

　
出
雲
神
社
を
事
例
と
し
て
1

中
井
竹
由
の
社
倉
論
と
寛
政
期
の
貯
蓄
政
策

竹
田
座
に
お
け
る
か
ら
く
り
芝
居
の
変
化

日
露
海
戦
史
ー
秋
山
真
之
と
丁
字
戦
法
-

後
白
河
院
の
文
学
観
と
宗
教
観

郡
司
制
の
特
質
に
つ
い
て
ー
八
世
紀
郡
領
任

　
用
政
策
を
中
心
に
ー

天
明
の
印
旛
沼
普
請
1
そ
の
目
的
の
移
ろ
い

　
と
地
元
の
実
状
ー

文
化
十
年
廻
米
制
限
令
に
お
け
る
大
坂
市
場

　
へ
の
影
響

大
村
益
次
郎
訳
戦
術
書

『活
版
兵
家
須
知
戦

　
闘
術
門
』
ー
長
州
藩
軍
事
改
革

へ
の
影

　
響
i

桓
武
期
に
お
け
る
渡
来
系
の
外
戚

茶
会
記
に
見
ら
れ
る
菓
子

室
町
時
代
の
女
房
-
民
部
卿
局
を
中
心
に
ー

上
林
　
莉
沙
　
北
条
政
子
-
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
果
た
し
た

　
　
　
　
　
　
　
役
割
ー

木
南
瑛
美
子
　
江
戸
の
芝
居
見
物
-
大
衆
席
か
ら
み
た
桟

　
　
　
　
　
　
　
敷
-

木
村
　
美
春
　
紀
行
文
に
み
る
伊
豆
i
下
田
往
還
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
ー

黒
田
　
早
織
　
平
安
時
代
に
お
け
る
貴
族
の
婚
姻

黒
田
ゆ
き
え
　
近
世
後
期
に
お
け
る
草
花
の
流
行
と
鉢
植
え

　
　
　
　
　
　
　
園
芸
の
普
及

黒
田
　
玲
子
　
平
安
貴
族
の
生
活
と
病
気

桑
原
菜
保
美
　
桓
武
天
皇
と
長
岡
京

小
池
　
里
実
　
鎌
倉

・
南
北
朝
期
に
お
け
る
喫
茶
の
伝
播

坂
口
　
友
子
　

『す
が
も
新
聞
』
l
B
C
級
戦
犯
た
ち
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
え
i

坂
本
　
真
悠
　
源
平
の
乱
と
熊
野
別
当
堪
増

佐
々
木
瑞
穂
　
京
の
花
街
-
島
原
と
祗
園
の
盛
衰
-

佐
野

優
子
　
安
政
期
に
お
け
る
福
井
藩
の
藩
校
設
立
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
教
育

清
水
　
淑
子
　
明
治
初
期
に
お
け
る
警
察
成
立
史
i
測
路
利

　
　
　
　
　
　
　
良
の
『警
察
手
眼
』
に
み
る
モ
デ
ル
選

　
　
　
　
　
　
　
択
-

尻
池
　
由
佳
　
宇
治
都
市
形
成
の
一
考
察
1
院
政
期
摂
関
家

　
　
　
　
　
　
　
別
業
を
中
心
に
ー

高
橋
　
千
穂
　
人
間
魚
雷

「回
天
」
1
語
り
継
ぐ
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
は
i

嶽
岡
　
華
子
　
額
田
王
と
鏡
王
女
ー
原
点
に
帰
し
て
考
え

　
　
　
　
　
　
　
る
-

竹
腰
　
早
希
　
御
土
居
の
保
全
と
利
用
…
東
塩
小
路
村
の
事

　
　
　
　
　
　
　
例
か
ら
i

竹
本
　
咲
希
　
古
代
の
狐
観
か
ら
探
る
そ
の
源
流

田
中
麻
墨
衣
　
田
邊
太

一
の
外
交
観
i
二
度
の
遣
欧
使
節
を

　
　
　
　
　
　
　
通
し
て
i

谷
垣
　
有
香
　
賀
茂
か
ら
慶
滋
へ
の
改
姓
に
つ
い
て

塚
本
　
智
子
　
近
衛
府
の
一
考
察

土
田
　
　
郁
　
古
代
の
老
人
観
の
変
遷
に
つ
い
て

出
ロ
ハ
ル
ノ
　
中
世
交
通
発
達
に
お
け
る
熊
野
先
達
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

冨
田
奈
緒
美
　
大
久
保
利
通
か
ら
み
る
征
韓
論
政
変
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窓史

中
川
　
温
子
　
中
世
後
期
の
村
落
に
つ
い
て
1
和
泉
国
熊
取

　
　
　
　
　
　
　
荘
中
家
の
動
向
を
通
し
て
1

中
島
　
　
愛
　
再
興
大
名
と
初
期
江
戸
幕
府
ー
関
ヶ
原
合
戦

　
　
　
　
　
　
　
の
西
国
大
名
処
分
-

中
島
み
ゆ
き
　
細
川
三
斎
の
茶
の
湯
観

永
井
　
聖
子
　
小
林
一
三
の
演
劇
観
-
草
創
期
の
宝
塚
を
中

　
　
　
　
　
　
　
心
と
し
て
i

永
田
か
が
里
　
藤
原
四
子
体
制
の
再
検
討
-
四
子
の
内
部
分

　
　
　
　
　
　
　
裂
を
め
ぐ
っ
て
ー

長
柄
　
理
恵
　
時
事
新
報
社
説
に
見
る
朝
鮮
問
題
ー
元
山
事

　
　
　
　
　
　
　
伴

・
壬
午
軍
乱
ー

鍋
田
　
桂
子
　
三
河
弁
と
江
戸
語

生
川
　
祐
子
　
秀
吉
の
政
治
と
茶
の
湯

西
川

真
由
　
日
本
に
お
け
る
狛
犬
の
誕
生

西
橋
　
　
環
　
長
島

一
揆
に
つ
い
て
の
一
考
察

西
村
　
由
記

職
名
保
持
か
ら
見
た
寛
平
の
遣
唐
使
計
画

橋
本
　
安
菜
　
綱
吉
政
権
期
に
お
け
る
人
心
教
化
策

速
水
亜
希
子
　
七
福
神
信
仰
の
実
態

平
岡
　
育
子
　
平
安
遷
都
千
百
年
紀
年
祭
へ
の
市
民
の
参
加

　
　
　
　
　
　
　
ー
日
出
新
聞
に
み
る
ー

弘
中
　
郁
恵
　
萩
藩
毛
利
家
の
婚
姻
ー
正
室
と
側
室
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
ー

藤
枝
　
広
子
　
尾
張
藩
の
天
明
改
革
i
細
井
平
洲
の
登
用
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
っ
て
i

藤
田
真
理
子
　
明
治
初
期
に
お
け
る
鉄
道
政
策
-
国
有
論
と

　
　
　
　
　
　
　
私
有
論
i

水
上
加
奈
子
　
日
本
人
の
捕
虜
観
-
形
成
と
影
響
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
る
i

緑
用
ち
ひ
ろ
　
相
撲
興
業
t
そ
の
背
景
に
あ

っ
た
も
の
1

森
下
　
絵
梨
　

「大
塩
建
議
書
」
再
考
-
腐
敗
政
治
告
発
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
探
る
大
蠶
の
真
意
-

森
本
　
　
瞳
　
歴
史
の
人
　
吉
田
松
陰

矢
野
　
智
子
　
朝
倉
無
声

「見
世
物
研
究
」

か
ら
の
自
立

　
　
　
　
　
　
　
i

「藤
岡
屋
日
記
扁
約

一
五
〇
の
記
事
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
何
が
見
え
た
の
か
1

山
内
　
　
梓

中
世
諸
国

一
宮
制
度
に
つ
い
て

山
岸
　
愛
美
　
幕
末
庶
民
の
贈
答
ー

「関
口
日
記
」
か
ら
贈

　
　
　
　
　
　
　
答
行
為
を
探
る
ー

山
口
　
裕
美
　
南
部
仏
印
進
駐
の
決
定
過
程
i
陸
軍
内
で
の

　
　
　
　
　
　
　
北
進
論
と
南
進
論
-

山
崎
　
　
南
　
中
世
京
都
の
散
所
ー
東
寺
散
所
を
中
心
に
i

山
田
　
千
晶
　
古
代
の
皇
后

山
根
　
知
子
　
高
杉
晋
作
ー
書
簡
を
通
し
て
探
る
実
像
i

渡
邊
　
貴
代
　
敲
石
研
究
の
新
視
点
-
石
器
製
作
敲
石
の
認

　
　
　
　
　
　
　
定
基
準
に
つ
い
て
ー

中
村
　
友
子
　
信
長
公
記
に
つ
い
て

小
西
　
　
恵
　
江
戸
時
代
と
現
代
の
盆
行
事
ー
江
戸
と
現
代

　
　
　
　
　
　
　
の
比
較
を
中
心
に
ー

東
洋
史
専
攻

青
井
　
　
咲
　
蔡
元
培
と
中
国
近
代
教
育

赤
石
麻
由
子
　
デ
ィ
ー
ネ
・
エ
ラ
ー
ヒ
ー
の
創
始
ー
ア
ク
バ

　
　
　
　
　
　
　
ル
大
帝
と
諸
宗
教
ー

赤
江
　
珠
実
　
鴉
片
戦
争
前
に
お
け
る
沿
海
民
の
密
貿
易
活

　
　
　
　
　
　
　
動
と
清
朝
の
対
応

石
田
　
裕
子
　
則
天
武
后
論
-
そ
の
資
質
と
人
間
関
係
ー

泉
谷
　
裕
子
　
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
デ
ヴ
シ
ル
メ
に
対
す
る
考

　
　
　
　
　
　
　
察

稲
田
　
美
紗
　
日
本
政
府
の
軍
慰
安
婦
政
策
に
関
す
る
責
任

　
　
　
　
　
　
　
の
所
在

井
上
智
恵
子
　
明
末
江
南
の
出
版
文
化
と
読
者
層

内
橋
　
智
子
　
日
清
戦
争
と
台
湾
割
譲
問
題
-
台
湾
民
主
国

　
　
　
　
　
　
　
成
立
晶罰
の
日
・
中

・ム覊
の
轟父
渉
i

内
海
　
陽
子
　
元
朝
世
祖
期
の
規
則
か
ら
み
た
站
赤

大
澤
　
麻
奈
　
宋
代
に
お
け
る

「生
子
不
挙
」
と

「溺
女
」

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

大
塚
　
瑠
璃
　
蕭
友
梅
と
近
代
中
国
音
楽

奥
宮
　
加
奈
　
司
馬
遷
の

『史
記
』
著
述
の
背
景
i
李
陵
の

　
　
　
　
　
　
　
禍
を
中
心
に
i

加
藤
　
ゆ
り
　
宋
代
の
人
々
と
喫
茶
文
化

北
浦
久
実
代
　
宋
代
権
力
老
層
の
邸
店
経
営
に
つ
い
て

小
松
原
朋
子
　
秋
田
城
と
渤
海

嶋
村
明
日
華
　
明
代
に
お
け
る
西
洋
火
器
の
導
入
と
そ
の
影

　
　
　
　
　
　
　
響
-
正
徳

・
嘉
靖
期
を
中
心
に
ー

杉
原
　
聡
美
　
古
代
中
圏
飲
酒
文
化
の
変
遷

関
　
絵
里
奈
　
明
清
時
代
の
割
股
と
宗
族
-
貞
節
観
念
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
見
た
1

瀬
良
　
依
子
　
北
魏
道
武
帝
の
部
族
解
散

高
木
　
雅
代
　
日
本
領
台
期
に
お
け
る
高
砂
族
の
教
育

谷
口
　
美
佳
　
清
末
民
初
纏
足
反
対
運
動
の
現
代
的
意
味

徳
山
　
幸
恵
　
初
期
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
の
商
人
た
ち
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
ー
ラ
ー
フ
商
人
の
活
躍
-

戸
田
　
萌
子
　
ベ
ト
ナ
ム
陳
朝
の
支
配
体
制

中
島
　
ゆ
き
　
朝
鮮
後
期
に
お
け
る
天
主
教

波
部
　
綾
香
　
春
秋
時
代

・
晋
の
三
軍
と
世
族

早
川
麻
貴
子
　
パ
ル
ミ
ラ
の
社
会
と
死
生
観
ー
東
南
墓
地
C

　
　
　
　
　
　
　
号
墓

・
F
号
墓
の
事
例
を
中
心
に
ー

廣
瀬
　
祐
佳
　
徽
宗
皇
帝
の
文
化
事
業
と
蔡
京
の
一
族

福
重
　
麻
木
　
五
、
六
世
紀
の
栄
山
江
流
域

藤
井
さ
や
か
　
清
朝
の
中
国
支
配
と

「華
夷
一
家
」
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
観
ー

『大
義
覚
迷
録
』
を
通
し
て
1

藤
谷
　
さ
よ
　
前
漢
代
に
お
け
る
商
人
と
市
籍

丸
島
　
千
明
　
プ
レ
ヴ
ェ
ザ
の
海
戦

三
宅
さ
や
か
　
中
国
古
代
の
市
場
と
処
刑

森
　
　有
希
　
ア
フ
ド
ナ
ー
メ
の
変
容
か
ら
見
る
オ
ス
マ

　
　
　
　
　
　
　
ン
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
関
係

西
洋
史
専
攻

東
　
　
鈴
子
　
ユ
ー
ゴ
紛
争
と
国
際
社
会
ー
ボ
ス
ニ
ア
庭
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
内
戦
を
中
心
に
1

磯
貝
　
碧
里
　
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
来
世
観

宇
津
美
由
紀
　
ロ
ー
マ
帝
政
初
期
の
ユ
ダ
ヤ
属
州

太
田
　
喜
子
　
ナ
チ
ス
と
民
衆

長
田
三
貴
子
　
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
変
化
-
第

一
次
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
穀
物
法
撤
廃
ま
で
-

片
岡
　
　
章
　
移
民
の
伝
統
文
化
と
ア
メ
リ
カ
社
会
-
工
業

　
　
　
　
　
　
　
化
社
会
へ
の
変
貌
期
に
お
け
る
移
民
の
同

　
　
　
　
　
　
　
化
-

加
藤
　
絢
子
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
衣
服

金
谷
　
知
美
　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
女
性
と
子
供

　
　
　
　
　
　

i
家
族
概
念
を
中
心
に
据
え
て
ー

河
上
　
摩
耶
　

『
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
』
の
普
及
と
コ

　
　
　
　
　
　
　
ル
ン
バ
ヌ
ス
修
道
一制

北
風
　
顕
子
　
平
和
へ
導
く
た
め
に
1
世
界
が
冒
指
し
た
平

88



報彙

　
　
　
　
　

　
　
和
的
国
際
機
構
ー

北
澤
　
　
彩
　

一
九
世
紀
末
か
ら
第

一
次
世
界
大
戦
期

に
い

　
　
　
　
　

　
　

た
る
政
軍
関
係

越
野
　
　
綾

　
古
代

ユ
ジ
プ
ト
の
神

王
理
念
と
ビ
ラ
、ミ
ッ
ド

是
永
　
真
紀
　

カ
ト
リ

ッ
ク
両
王
時
代

の
ス
ペ
イ

ン

澤
田
　
　
結

　

ル
ネ

サ
ン
ス
期
の
女
性

四
方
　
　
泉

　

ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
バ

レ

ェ
は
な
ぜ
衰
退
し
た

　
　
　
　
　

　
　

の
か
ー

パ
リ
オ
ペ
ラ
座
と

一
九
世
紀

の
フ

　
　
　
　
　

　
　

ラ
ン
ス
社
会

に
み
る
1

嶋
田
　
真
弓
　
中
世
パ
リ
大
学
ー
学
生
た
ち
の
入
生
-

清
水

　
裕
子

　
　
「
沈
黙

の
掟
」
ー

シ
チ
リ

ア

・
マ

フ

ィ

ア

　
　
　
　
　

　
　
考
-

白
井
斎
緒
里
　

ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
設

立
と

一
九
世
紀

　
　
　
　
　

　
　
の
社
会
情
勢

鈴
木
　
愛
子
　
民
衆

の
信
仰
と

キ
リ

ス
ト
教
-

一
二

・
=
ご

　
　
　
　
　

　
　
世
紀

を
中
心

に
ー

高
木

な
つ
み
　

エ
ジ
プ

ト
と

エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
み
る
独
立

高
野

千
佳

中

・
近
世
.バ
ル
ト
海
貿
易

に
お
け
る

ハ
ン
ザ

　
　
　
　
　

　
　
と
オ
ラ
ン
ダ

高
橋
　
佳
代
　

ュ
ダ
ヤ
の
雌
ブ

タ

田
口
　

裕
野
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
土
着

の
文
化
と
キ
リ

ス
ト
教

寺
川
　
奈

々
　

キ

ュ
ー
バ

「自
由
化
」
政
策
ー

グ

ロ
ー
バ

ル

　
　
　
　
　

　
　
化

に
お
け
る
社
会
主
義
体
制
の
展
望
-

中
川
　
梨
絵

　
オ
ー
ス
ト
リ

ア
脯
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
と

　
　
　
　
　

　
　
民
族
問
題

中
田
　
早
紀

　
帝
政

ロ
ー

マ
の
始

ま
り
と

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

　
　
　
　
　

　
　
崇
拝

生
川
　
久
乃
　

一
八
世
紀

の
イ
ギ

リ
ス
議
会
政
治
と
ウ

ォ
ル

　
　
　
　
　

　
　
ポ
ー

ル
内
閣

西
岡
友
里
子
　

セ
レ
ウ

コ
ス
朝
と

ユ
ダ
ヤ
人

橋
本
　
洋
子
　
西
洋
中
世

の
同
職
組
合
と
都
市
当
局
ー

ニ
ュ

　
　
　
　
　

　
　
ル
ン
ベ

ル
ク
の
製

パ
ン
手
工
業
者
を
中

心

　
　
　
　
　

　
　
に
1

林
　

　
桃
子
　
イ

ン
デ

ィ
ァ
ス
政
策
と
ラ
ス

・
ヵ

サ
ス

福

田
み

の
り
　

一
九
世
紀

肄
シ
ア
の
ナ

ロ
ー
ド

ニ
キ
の
形
成

藤
川
　
美
穂
　
ア
メ
ン
ホ
テ
プ
四
世
と
ア

マ
ル
ナ
革
命

藤
本
　
京
子
　
近
代

イ

ギ

リ

ス

に

お
け
る
茶
文
化

の
形
成

　
　
　
　
　

　

ー
茶
論

の
展
開

を
鏡

に
し
て
ー

藤
原
ま
り
絵
　
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
々
と
死
生
観

渕
上
　
裕
子
　
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
前
夜

増
田
　
友
紀
　
中
世
宗
教
劇
の
発
生
と
終
焉

松
本
　
英
子
　
冷
戦
の
は
じ
ま
り
と
核
兵
器
管
理

見
澤
　
知
美
　
中
世
か
ら
近
世
に
お
け
る
貧
属
救
済
の
移
行

　
　
　
　
　
　

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
1

道
脇
　
　
眸
　

一
九
世
紀
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
像
の
変
遷

武
藤
麻
里
子
　
ギ
リ
シ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
祭
儀

　
　
　
　
　
　

と
悲
劇
を
通
じ
て
ー

望
月
真
里
子
　
ソ
連
の
対
日
参
戦
と
対
欧
外
交

横
山
　
恭
子
　
首
都

ロ
ー
マ
に
お
け
る
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
ス
の
建
築
活
動

渡
邉
　
優
子

戦
争
法
と
捕
虜

二
〇
〇
六
年
度
　
大
学
院
文
学
研
究
科

　
史
学
専
攻
博
士
前
期

(修
士
)
課
程
講
義
題
目

特
論

　
古
代
都
市
形
成
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瀧
浪
教
授

　
平
安
京
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瀧
浪
教
授

　

ク
書
跡
資
料
"
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　綾
村
教
授

　
書
跡
資
料
の
整
理
と
伝
来
の
研
究
　
　
　
　
　
綾
村
教
授

　
幕
末
期
会
津
藩
の
政
治
動
向
　
　
　
　
　
　
母
利
助
教
授

　
近
代
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
の
移
動
　
　
坂
口
教
授

　

「清
和
院
町
β
誌
」
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
小
林
講
師

　
近
世
の
パ
ス
ポ
ー
ト
体
制
　
　
　
　
　
　
　
　柴
田
教
授

※
日
本
文
化
の
歴
史
を
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
由
路
講
師

　
日
本
古
文
書
学
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
講
師

　
中
国
古
代
中
世
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
元
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
明
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
中
国
社
会
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　植
松
教
授

※
中
国
史
上
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　冨
谷
講
師

※
中
国
中
世
史
学
史
i
唐
五
代
史
史
料
を
中
心

　
　
に
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
田
講
師

※
中
国
近
世
史
学
史
i
宋
代
史
史
料
を
中
心
に
　
木
田
講
師

　
前
近
代
ア
ラ
ブ
地
域
の
ウ
ラ
マ
ー
　
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
イ
ス
ラ
…
ム
文
化
に
お
け
る
口
承
の
尊
重
　
谷
口
助
教
授

※
バ
ル
カ
ン
地
域
の
東
西
文
化
交
流
　
　
　
　
中
村
講
師

※
中
央
ア
ジ
ア
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
北
部
の
東
西

　
　
文
化
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
講
師

　
元
首
政
期
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
域
形
成
　
　
　
桑
山
助
教
授

　
後
2
世
紀
ロ
ー
マ
帝
国
と
周
辺
世
界
　
　
　
桑
山
助
教
授

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
権
力
と
経
済
　
　
　
　
　
山
田
教
授

※
イ
ギ
リ
ス
女
性
参
政
権
運
動
史
研
究
の
再
考
　
河
村
講
師

※
欧
米
近
現
代
女
性
史
研
究
の
再
考
1

「
ジ
ェ

　
　
ン
ダ
ー
」
の
視
角
か
ら
i
　
　
　
　
　
　
　
河
村
講
師

　
ア
メ
リ
カ
現
代
政
治
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

　
ア
メ
リ
カ
大
衆
社
会
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

※
ポ
ロ
ー
ニ
ア
と
白
鷲
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と

　
　
民
族
の
表
象
の
歴
史
か
ら
1
　
　
　
　
　
　
小
山
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(※
は
学
部
共
通
)

演
習

　
日
本
史
演
習
1

・
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
日
本
史
演
習
獗

・
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　綾
村
教
授

　
日
本
史
演
習
V

・
W
　
　
　
　
　
　
　
　

母
利
助
教
授

　
日
本
史
演
習
W

・
珊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　柴
田
教
授

　
日
本
史
演
習
K

・
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
口
教
授

　
東
洋
史
演
習
1

・
亘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
東
洋
史
演
習
皿

・
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　植
松
教
授

　
東
洋
史
演
習
V
・
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　檀
上
教
授

　
東
洋
史
演
習
粗
・
壁
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
演
習
1
・
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
山
助
教
授

　
西
洋
史
演
習
斑
・
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
教
授

　
西
洋
史
演
習
V
・
M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

〔注
〕
特
論
に
つ
い
て
は
、
題
國
が
示
さ
れ
て
い
る
科
目
は

題
目
を
掲
げ
、
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
科
鼠
名
を
記
し
た
。

同
一
担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
罵
を
掲
げ
て
い
る

場
合
は
、
前
期

・
後
期
の
順
に
掲
載
し
た
。
そ
の
他
は
前
後

期
共
通
。

　
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

　
日
本
史
特
殊
研
究
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瀧
浪
教
授

　
日
本
史
特
殊
研
究
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
肉
講
師

　
臼
本
史
特
殊
研
究
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
口
教
授
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日
本
史
特
殊
研
究
V
　

　

　

　

　

　

柴
田
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　檀
上
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
W
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
特
殊
研
究
-
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
山
助
教
授

　
西
洋
史
特
殊
研
究
亙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
教
授

　
西
洋
史
特
殊
研
究
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

二
〇

〇
六
年

度
　

大
学

院
修

士
論

文

題

目

井
関
　
裕
子
　
戦
国
期
雑
賀
衆
研
究
の
再
検
討

小
森
　
麻
澄
　
年
中
行
事
の
成
立

妹
尾
明
日
香
　
平
安
時
代
に
お
け
る
乳
母
の
研
究

平
山
　
静
香
　
橘
氏
の
研
究
ー
葛
城
王
の
賜
姓
を
中
心
に
1

中
西
　
梨
恵
　

『続
高
僧
伝
』
に
見
る
唐
初
の
仏
教
界

沼
尾
　
　
茜
　
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
国
布
教
と
明
末
南
京
教
案

今
井
　
　
彩
　
グ
ア
ラ
ニ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
イ
エ
ズ

　
　
　
　
　
　

ス
会
士
の
原
住
民
教
化

大
幡
　
莉
沙
　
プ
ラ
ト
ン
と
政
治
i
教
育
活
動
の
理
想
と
現

　
　
　
　
　
　

実
ー

玉
城
　
湖
澄
　
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
と

　
　
　
　
　
　

救
済
政
策

二
〇
〇

六
年
度

　
大

学
院

行
事

研
究
発
表
会

・
そ
の
他

　
四
月
　
二
十
六
日
　
修
士
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　

八
世
紀
の
外
交
政
策
ー
新
羅
か
ら
渤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
へ
の
転
換
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
1
　
岡
田
　
知
春

　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
貴
族
を
通
し
て
み
る
鬼

の
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
出
現
場
所
に
み
る
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
1
　
福
寿

雅
子

　
　
　
　
　
　
　
　

徐
皇
后

『内
訓
』
と
永
楽
帝
i
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
刊
の
意
義
と
女
性
像
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
1
　
前
田
　
尚
美

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
1
　
原
戸

僚
子

四
月
　
二
十
六
日
　
大
学
院
歓
送
迎
会

(天
竺
に
て
)

六
月
　
二
十
三
日
　
史
学
研
究
会
春
期
例
会

　
　
　
　
　
　
　

乾
隆
初
年
に
お
け
る
清
朝
の
雲
南
経

　
　
　
　
　
　
　
　

営
に
つ
い
て
1
金
沙
江
開
鑿
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

を
中
心
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
3
　
森
永

恭
代

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
議
会
成

　
　
　
　
　
　
　
　

立
の
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
-
　
小
谷
美
記
子

七
月
　
　
十
二
日
　
修
士
論
文
準
備
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　

唐
初
に
お
け
る
社
会
と
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
中
西
　
梨
恵

　
　
　
　
　
　
　

明
末
南
京
教
案
と
中
国
天
主
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
沼
尾
　
　
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
先
住
民
教
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
今
井
　
　
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ト
ン
と
プ
ラ
ト
ン
が
生
き
た
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
シ
ア
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
大
幡

莉
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
饉
飢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
救
貧
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
玉
城

湖
澄

七
月
　
　
十
三
日
　
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
雑
賀
衆

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
兵
農
分
離
政
策
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
i
　
　
　
M
2
　
井
関
　
裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
儀
式
i
年
中
行
事
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
ー
　
　
　
M
2
　
小
森
　
麻
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
乳
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
妹
尾
明
日
香

　
　
　
　
　
　
　
　
橘
氏
の
研
究
　
M
2
　
平
山
　
静
香

十
一
月
　
十
四
ヨ
　
修
士
論
文
中
間
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
紀
州
藩
に
け
る
兵
農
分
離
-
中
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
行
期
を
中
心
に
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
井
関

裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
乳
母
i
変
遷
の
画
期
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
妹
尾
明
日
香

　
　
　
　
　
　
　
　
橘
氏
の
研
究
ー
葛
城
王
の
賜
姓
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
平
山
　
静
香

十

一
月
　
十
五
日
　
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
国
家
と
古
代
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ア
　
　
　
M
2
　
大
幡
　
莉
沙

　
　
　
　
　
　
　

パ
ラ
グ
ア
イ
に
お
け
る
イ
ユ
ズ
ス
会

　
　
　
　
　
　
　
　

士
の
原
住
民
教
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
今
井
　
　
彩

　
　
　
　
　
　
　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ャ
ガ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

モ
飢
饉
と
救
済
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
玉
城

湖
澄

十
一
月

十
六
日

唐
初
に
お
け
る
仏
教
の

一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　

1

「供
養
し
の
変
遷
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
中
西

梨
恵

　
　
　
　
　
　
　

イ
エ
ズ
ス
会
の
中
国
布
教
と
明
末
南

　
　
　
　
　
　
　
　

京
教
案
　
　
M
2
　
沼
尾
　
　
茜

十

一
月
　
十
六
日
　
懇
親
会

(靖
馬
に
て
)

十
二
日
　
　

一
日
　
史
学
研
究
会
秋
期
例
会

　
　
　
　
　
　
　

近
世
庶
民
と
暦
-

『古
谷
道
庵
日
乗

　
　
　
　
　
　
　
　

記
』
を
素
材
に
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
3
　
川
崎
　
理
恵

領
域
別
行
事

東
洋
史

七
月
　
二
十
二
日

合
評
会

檀
上
寛

『
元
明
時
代
の
海
禁
と
沿
海

　
地
域
社
会
に
関
す
る
総
合
的
研

　
究
』
ー
平
成
十
五
年
度
～
平
成
十

　
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(基

　
盤
研
究

(
C
))
研
究
成
果
報
告

　
書
i
　
　
研
修
者
　
木
岡
さ
や
か

森
永
恭
代

「乾
隆
初
年
の
雲
南
金
沙

　
江
開
鑿
工
事
に
つ
い
て
1
清
代
雲

　
南
に
お
け
る
航
道
開
発
の
一
事
例

　
と
し
て
ー
」

『京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究

　
科
研
究
紀
要
』
史
学
編
第
五
号

　
　
　
　
　
　
M
1
　
前
田
　
尚
美

研
究
室

だ
よ

り

　
二
〇
〇
六
年
度
の
史
学
科
は
、
新
た
に
綾
村
宏
教
授
、
山
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田
雅
彦
教
授

、
桑
山
由
文
助
教
授

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
綾

村
先
生
は
、
寺
院
史
を
中
心
に
日
本
中
世
史
を
、
山

田
先
生

は
、
経
済
史

・
都
市
史
を
中
心
に
西
洋
中
世
史
を
、
桑
山
先

生

は
元
首
政
期

の

ロ
ー

マ
帝
国

を
そ
れ
ぞ
れ
ご
専
攻
さ
れ

て

い
ま
す
。
お
三
方

は
順
番
に
六
〇
歳
初
頭
、
四
〇
歳
代
後
半
、

三
〇
歳
代
半
ば

で
す
か
ら
、
史
学
科
教
員

の
平
均
年
齢
が
ず

い
ぶ
ん
若

返
り
ま

し
た

(
そ
の
分

、
以
前
か
ら

の
教
員

の
年

齢
は
、
絶
対
的

に
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
、
相
対
的

に
も
高

く
な
り
ま
し
た
)
。

　

な
お
、
宋

・
元
代
を
中
心
に
東
洋
史
を
担
当

さ
れ

て
き
た

植
松

正
教
授
が
、

こ
の
三
月
末

で
ご
退
職
に
な
り
ま
す
。
講

義
や
学
生
指
導

に
あ
た

っ
て
こ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ご
着

任
か
ら
十
三
年
間

に
、
学
科
主
任
を
三
年

、
文
学
部
長
を
三

年

勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
と
く

に
学
科
主
任

時
代

に
は
、
大

学

院
改
組

に
取
り
組
ま
れ
、
大
変
な
苦
労
を
な
さ

い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ

る
と
同
時
に
、
今
後

の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
祈

念
す
る
次
第

で
す
。

　
今
年
度

の
史

学
科

は
、

い
つ
も

の
年

と
同
じ

よ
う

に
、
新

入
生
歓
迎
バ

ス
旅
行

、
春
秋

の
公
開

講
座

、
史
学
会
旅
行

と

い

っ
た

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

こ
な
し
て
き

ま
し
た
。
た
だ
し
、

今
年
度

は
久

々
に
春
季
以
外

の
学
会
旅
行
が
復
活
し
ま
し
た
。

詳
細
な
情
報
は
、
写
真
と
と
も

に
こ
の
彙
報
欄

に
収

録
さ
れ

て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

　
卒
業
論
文

の
提
出
者

は

一
四
八
人

で
し
た
が
、
こ
れ
は
提

出
予
定
者
全
員

の
数

で
す
。
五
回
生
以
上

の
学
生
諸

君
も
含

め
、
全
員
が
卒
業
論
文
を
書
き
あ
げ

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
も
ほ
ぼ
全
員

、
前
例

の
な

い
ほ
ど
、
締
切
り
時
刻

に
か

な
り
先
ん
じ
て
提
出

し
ま
し
た
。
い

つ
も

は
、
教

学
課

の
窓

口
付
近
で
提
出
時
刻
を
過
ぎ
て
清
書

に
勤
し
む
学
生
が
何
人

か
い
ま
す
か
ら

、
教
員
全
員
驚
く
と
同
時

に
、
内
容

は
大
丈

夫
だ
ろ
う
か
と
多
少
不
安
も
覚
え
た
ほ
ど

で
す
。
そ
れ
は
と

も

か
く
、
ま
ず

は
お
め
で
と
う
と
誌
上
を
借
り
て
祝
福

し
て

お
き
ま
す
。
本
誌
が
出
版
さ
れ
る
頃

に
は
、
卒
業
論
文

の
試

問
も
終

わ

っ
て
い
る

は
ず
で
す

、
ど
う

か
そ
れ
も
無
事

に
突

破

で
き
て
い
ま
す

よ
う

に
。

　
昨
年

一
二
月

に
は
、

一
回
生

の
専
攻
分
け
が
行

わ
れ
、
日

本
史
七
五
名
、
東
洋
史

二
五
名

、
西
洋
史
三
五
名
と

い
う
内

訳

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
史
希
望
者
が
多
い
の
は
例
年
と
同

様

で
す
が
、
西
洋
史
が
学
生
数

に
お
い
て
二
位

の
座
を
奪
還

し
ま
し
た
。
去
年

の

『
史

窓
』
編
集
後
記

に
も
記
し
た
よ
う

に
、
学
生
数

の
多
さ
を
競

う
と
い
う

の
は
、
あ

ま
り
意
味
が

あ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
洋
史
担
当
者
と

し
て
は
、

志
望
学
生
が

一
定

程
度
確
保

で
き
た

こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
す

。

専
攻

の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、
来
年
度
か
ら

い
よ
い
よ
専
門

課
程

を
歩
み
始
め
る

一
年
生
諸
君
に
は
、
存
分

に
研
究

に
励

ん
で
ほ
し

い
と
切
望

し
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
史
学
科
主
任

・
常
松
洋
)

　
学
会
委
員

　
二
〇
〇
六
年
度
の
学
会
運
営
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
学

会
委
員
は
、
次
の
方
々
で
し
た
。
例
年
通
り
、
史
学
会
諸
行

事
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
全
般
に
渡
っ
て
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
委

員

長
　
東
洋
史
三
回
生
　
久
門
　
和
子

　
副
委
員
長
　
日
本
史
三
回
生
　
村
上
　
沙
織

　
書
　
　
記
　
西
洋
史
三
回
生
　
北
野
　
里
奈

　
会

　
計

日
本
史
三
回
生

岡

真
由
子

　
広
　
　
報
　
日
本
史
三
回
生
　
寺
内
　
裕
香

　
　
　
　
　
　
東
洋
史
二
回
生
　
佐
藤
　
友
里

　
　
　
　
　
　
西
洋
史
二
園
生
　
田
中
小
百
合

　
　
　
　
　
　
東
洋
史
二
回
生
　
平
田
悠
里
子

　
　
　
　
　
　
日
本
史
二
回
生
　
山
根
亜
優
美

　
　
　
　
　
　
東
洋
史
二
回
生
　
吉
田
　
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
石
田
　
智
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
小
堀
　
晴
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
庄
司
　
育
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
中
村
　
綾
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
古
谷
　
育
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
松
本
　
泰
香

京
都
女
子
大
学
史
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
)

(
名
称
)

第

一
条
　
本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
と
称
す

る
。

(
事
務
局
)

第

二
条
　
本
会

の
事
務
局

は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学

　
　
　
　
　
研

究
室

に
置
く
。

(
目
的
)

第
三
条
　
本
会
は
、
史
学

に
関
す

る
諸

問
題

を
研
究

し
、
も

　
　
　
　
　

っ
て
学
界

に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的

と
す

る
。

(
会
員
)

第

四
条
　
本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科

の
専
任

　
　
　
　
　
教

員
お
よ
び
本
会
が
特

に
認
め
た
者

を
も

っ
て

　
　
　
　
　
組
織
す

る
。

(
事
業
)

第

五
条
　
本
会

は
、
第
三
条

の
目
的
を
達
成
す

る
た
め

に
、

　
　
　
　
　
次

の
事
業
を
行
な
う
。

　

1
　
機

関
誌

『
史
窓
』

の
発
行
。

　

2
　
講
演
会

、
研
究
発
表
会
。

　
3
　
そ

の
他
必
要
な
事

業
。

(
代
表
)

第
六
条
　
本
会

に
代
表
を

一
名
置
く
。
代
表

は
会
員

の
中

か

　
　
　
　
　
ら
互
選

し
、
任
期
は

一
年
間
と
す

る
。
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
再
任
を
妨
げ
な

い
。

(
委
員
会
)

第
七
条
　
　
『
史
窓
』

の
発
行

の
た
め
に
、　

『
史
窓
』
編
集
委

　
　
　
　
　
員
会
を
置
く
。
委
員

は
会
員

の
中

か
ら
互
選

し
、

　
　
　
　
　
任
期

は

一
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任

を
妨

　
　
　
　
　
げ

な
い
。
そ

の
構

成
員

は
以
下

の
と
お
り
と
す

　
　
　
　
　
る
。

　
1

編
集
委
員
長

一
名

　
2
　
編
集
委
員

若

干
名

(
総
会
)

第
八
条
　
本
会

の
総
会
は
、

一
年

に

一
回
以
上
開
催
し
、
本

　
　
　
　
　
会

の
重
要
事
項
を
議
決
す

る
。
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窓史

(事
業
費
)

第
九
条
　
本
会
の
事
業
費
は
、
京
都
女
子
大
学
学
会
・
機
関

　
　
　
　
　
誌
刊
行
経
費
、
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て

　
　
　
　
　
る
。

(会
則
の
改
廃
)

第
十
条
　
こ
の
会
期
の
改
廃
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
実
施

　
　
　
　
　
す
る
。

附
　
則
　
こ
の
会
則
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月

一
日
よ
り
施
行

　
　
　
　
　
す
る
。

『
史
窓

』

に
関

す
る

規
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
)

第
一
条
　
京
都
女
子
大
学
史
学
会

(以
下
「
本
会
」
と
い
う
)

　
　
　
　
　
は
、
機
関
誌
と
し
て

『史
窓
』
(以
下

「本
誌
」

　
　
　
　
　
と
い
う
)
を
刊
行
す
る
。

第
二
条

本
誌
へ
の
投
稿
資
格
者
は
、
本
会
会
員
お
よ
び

　
　
　
　
　

『史
窓
』
編
集
委
員
会
が
特
に
認
め
た
老
と
す

　
　
　
　
　
る
。

第
三
条
　
原
稿
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

第
四
条
　
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
、
本
会
に

　
　
　
　
　
属
す
る
。

第
五
条
　
執
筆
要
項
な
ど
の
細
則
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
条
　
こ
の
規
約
の
改
廃
は
、
編
集
委
員
会
の
議
決
を
経

　
　
　
　
　
て
、
総
会
の
承
認
を
得
て
実
施
す
る
。

附
　
則
　
こ
の
規
約
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月

一
日
よ
り
施
行

　
　
　
　
　
す
る
。

編
　
集
　
後
　
記

　

『
史
窓
』
第

六
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
例
年

に
比
し
て

若

い
方

々
に
よ
る
著
作
が
多
数

を
占

め
る
号

に
な
り
ま
し
た
。

そ

の
中
で
た
だ
ひ
と
り
本
学
教
員

と
し
て
寄
稿
し
て

い
た
だ

い
た
植
松

教
授

は
、
本
年
度
末

を
も

っ
て
定
年

に
よ
り
退
職

さ
れ
ま
す

。
本
号

に
は
植
松
教
授
の
略
年
譜
と
著
作
目
録

を

掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

　
若
手

の
執
筆
者

で
は
、
植
松

教
授

に
直
接
指
導
を
受
け
た

村
松
賢
子
さ
ん
に
加
え
、
本
学
学
部

お
よ
び
大
学
院
で
東
洋

史
を
学
ん
だ
馬
場
、
木
岡

の
両
茂
が
原
稿
を
寄

せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
編
集
委
員
会

か
ら
特

に
執
筆
を
お
願
い

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
執
筆
者
か
ら

の
自
発
的
な
申
し
出

に

よ
る
も

の
で
あ

る
こ
と
を
書
き
添

え
て
お
き
ま
す
。

　
上
記

の
他
、
昨
年
度
末

に
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程

を

修
了
し
た
村

田
瑞
穂
さ
ん

の
研
究

ノ
ー
ト
と
母
利
助
教
授

が

先
般
上
梓

さ
れ
た
著
書

の
書
評
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
今

号
も
、
執
筆
者

の
方

々
や
本
学
各
部
署

の
協
力
を
得

て
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
各
位

に
お
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
常
松
委
員

の
退
任
に
伴

い
、
今
年
度
よ
り
西
洋
史

コ
ー
ス
か
ら

は
桑
山
助
教
授
に
編
集
委
員
会
に
加
わ

っ
て
も

ら
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

　

　

　

　

　

(
谷

口
淳

一
)
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執

筆

者

紹

介

馬
場
理
恵
子
　
本
学
大
学
院
特
別
研
修
者

村
松
　
賢
子
　
武
蔵
野
大
学
大
学
院
博
士
課
程

植
松
　
　
正
　
本
学
教
授

村
田
　
瑞
穂
　
本
学
大
学
院
研
修
者

木
岡
さ
や
か
　
本
学
大
学
院
研
修
者

箱
石
　
　
大
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(掲
載
順
)

編

集

委

員

谷

口
　
淳

一
(委
員
長
)

母
利

美
和

桑
山

由
文

史

　

　
窓

　

　
第
64
号

二
〇
〇
七
年
二
月
三
日
　
印
刷

二
〇
〇
七
年
二
月
十
日
　
発
行

編

集

　

　
『史

窓
』

編

集

委

員

会

発

行
　

京

都

女

子

大

学

史

学

会

　
　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　

京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
内

　
　

趨

(〇
七
五
)
五
三
一
i
九

一
一

一

　
　

代
表
者

常
松

　

　
洋

印

刷

　

株
式
会
社
膿

同

朋

舎

　
　

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

　
　

置

(〇
七
五
)
三
六
一
ー
九

一
二

一

※
掲
載
内
容
の
著
作
権
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
に
帰
属

し
ま
す
。



KYOTO WOMEN'S UNIVERSITY

Journal of Historical Studies

SHISO

Vol. 64 February 2007

Contents

Articles

BABA　 Rieko,　 The　 Statute　of"Time":AStudy　 of Yueling 月 令 in　the

　 Western　 Han　 Dynasty　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)

MURAMATSU Takako, The Vairocana Sect of Buddhism in the Northern 

Qi Dynasty   ( 13  ) 

UEMATSU Tadashi, Some Notes on the Correspondence from the Mongol 

 Empire to Japanese Authorities   ( 27  )

Research Notes

MURATA Mizuho, "Cafe" Culture in  Modern Japan   ( 45  )

KIOKA　 S　ayaka,　 The　Openning　 of　YUe　 Gang　 Port月 港 in　Zhang　 Zhou:

A Changing of Exclusion Policy of the Ming Dynasty   ( 55  )

Book Review 

 MORI Yoshikazu, Ii Naosuke (Political Personalities of Japan in the Later 

   19th Century, vol. 6) (HAKOISHI Hiroshi)   ( 67  )

Biographical Note and List of Works 

UEMATSU Tadashi   ( 75  )

Miscellaneous  (  85  )

THE ASSOCIATION OF HISTORICAL STUDIES 
    Kyoto Women's University, Kyoto, Japan 

                            ISSN  0386  -  8931


